












（Deutsch Sprachlehre for Auslander〉，くLernzielDeutsch〉，くThemen〉，  
（Stufen），くSprachb沌Cke〉，（SprachkursDeutschNeufassung〉などが紹介さ  







25   
文化論典簗11号  26   
リジナルをそのままでは使いにくいこの国のドイツ語教育事情の特殊性とを物  










ム」なのだそうである。   
確かに，くDeutsch aktiv Neu〉，（Themen neu〉，くSprachkurs Deutsch Neu－  
fassung〉など定評ある教科書の大幅な改訂版がこのところ，といってももう十  











26   
輸入ドイツ語教科書使用上の詰問週  27  
といっているのもあくまで論者がその基本理念に接して勝手にそう考えている  
までのことであるが，改訂版のくDeutschaktivNeulA〉 と 〈Themenneul〉，  
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文化論集第11号  28   
の方法を提唱し，一種のパター ンドリルの先駆者でもあった。atldiolinguale  
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ている。   
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bitten，danken（頼む，感謝する）   
30   
輸入ドイツ藷教科書使用上の諸問題  31  
g沌鮎n（挨拶する）  
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うべきかもしれない。   
そしてまた，大幅な改訂は私達によりよい教科書を提供してくれるばかりで  
なく，教授法の辛がかりをもたらしてくれろ。 






から少なくとも前二者において明かである（4）0心しろそれぞれ旧版から7年，   
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テクストのストーT）－も一貫している 《DieSuche》は初級教科書としては例  












ないであーちう。けれども，そうした痩業時間と教科書との関係については後で   
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なる試行錯誤があって初めて外国語学習法にも単純化や復古が起きるのである。   

















のコミュニケーション環境にすぐに入り込める工夫はさすがに優れている。   
次に，補助教材である練習帳における分析的矯正的原則であるが，これは文  
字どおり教科書に欠けているところ■を補足する役割をもっている。というのも，  
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た全面的な採用は，リスクも大きくまた授業の枠組みからも困難なのである。   
しかし，身も蓋もないことを言っても始まらない。教授用資料によると，  
《Themen》を使った具体的な文法授業はおおよそ次のような経過をとる。  
ー授業の流れの適当なところで，教師は特定の文法例を整理しながら黒板に   
書く。  
一学習者に類似例を追加させ，黒板の上で文法的関連が明らかになるように   
する。  
一文法規別の定式化や説明はそれによって理解が容易になる場合か，別の文  
37   
文化論集第11号   38  
法項目に関連づけたい場合に限られる。  
一新しい構文は既知の文法知識の基礎の上にたって理解されるようにする。  
一新しい文法規則が学習者によって「発見」された後に，教科書末の付録の   
文法記述を読むようにする。  
－その文法記述は学習者が学んだ構文を家でゆっくり見直すのに役立つ。  






る。この方式は，まさしく ≪Themenneu》・にもそのまま該当すると考えてよ   
い。   
《Themen》 と《Themenneu≫との相違は，教授用資料分冊Aによれば，テ  
クスト，写真，イラスト，テーマ，練習の種類など，すぐ目につく部分の他に，  
内容的にも進度と四技能（読む，書く，聞く，話す）の指導法と付録の文法記  
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だけではなく，固有のものも知り，評価し直すことを学ぶのである。」（8）   
《sprachbrticke》の第1分冊は，15課から成っており，各課で扱われるテー  
マは，先にそれぞれ第1課だけ引用した ≪Deutsch aktiv》，≪sprashkurs  
40   
輸入ドイツ語教科書使用上の諸問題  41  
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文化論集第11号   42  
第3ブロックも主としてリラの国を舞台とするが，リラの国の人がドイツ連  
邦共和国で経験することも措かれる。このブロックではもはや統一的なストー  











が妨げられかねないからである。   
≪Themen》は，ドイツで出版された初級ドイツ語教科書の中で最初に全面  
的なカラー印刷を採用したことで知られ，《Themenned》では一層多彩で鮮や  







42   
輸入ドイツ語教科音便用上の諸問題  43  
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室で使うことは，日本の大学の通常の授業では現実的とは言えないであろう云   
となると，練習問題の取捨選択が不可欠と、なrるが，これはひとり 《Die  
44   






と思わないで，省略する勇気（Mutzum Weglassen）をもっていただきた  




行するより廉価である。   
2．多くの勤勉な学生は授業で取り上げないところも教科書で勉強するもの  
だが，そのためにこの本は当然好都合である。   
3．この本は特にきめこまかい指導をする教師のために，クラス構成員の能  
力差に応じた教材を提供する。グループ作業や宿題などを能力別に課すこ   
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文化論集第11号  46   
手堅い材料が不足しているように見えるのはむしろ道で，実は題材が当り前す  























に警告を発したHaraldWeinrichの言葉が引用されているが，文法や語彙の進   
46   
輸入ドイツ語教科書使用上の諸問題  47  
度に強く制限されながら推理小説仕立てで善かれた世界が，それでなくても偏  













れたワークショップの折に，文法にはaktive Progressionとpassive Prb－  
gressionの二重の進度があるのだと説明していた。最初歩の段階では一定の文  
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Schreiben）である。   
教科書のA・B・C領域の分類内容は旧版の，，《Themen》 とlまぼ同様である  
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もある。しかし，理念として取り組み甲斐のある指導であることに変わりはな   
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輸入ドイツ語教科書使用上の諸問題  51  
終えるのに4年間，週2コマで2年間を要することになる。この事情は他の輸  
入教科書でもほぼ同様で，たとえば≪LernzielDeutschl〉 は101コマ  
（Doppelstunden）とされているから，やはり週1コマ90分なら1冊の4分の1，  
過2コマなら半分までしかできない。また，《Deutsch aktiv Neu〉 と  



















ゲーテ・インスティテュートでは基礎コース1で《Themenl》 を，基礎コー  
ス2で《Themen2》を，．基礎コース3で《Themen3》を使い，ZDaFは基礎  
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文化論集第11号  52   
コース3で少なくとも 《Themen3》の半分ぐらいを過ぎてから受験すること  
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書を扱うこともできないだろう占   
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も，学生が1種類の教科書しか知らずにドイツ語を履修することになれば，リ  
スクも大きい。到達目標についても必ずしも満足できるわけではないし，担当  
者全員の同意をうるのも面倒だ，といった事情は何処も同じであろう。   
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注（1）waldemar PfeifferニZur Krise derwissenschaftlichen Fremdsprachendidaktik．Ein methodo－   
logischer Essay，In：Deutschals Fremdsprache．An den Quellen eines Faches．Festschrift fnr  
GerhardHelbigzum65．Geburtstag．Herg．v．HeidrunPopp．Mnnchen，1995．S．639．  
（2）Gert Henrici：Studienbuch．Grundlagen fnr den Unterrichtim Fach Deutsch als Fremd－und   
Zweisprache（11ndandererFremdsprachen）．paderborn，1986．  
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（9）sprachkursDeutschNeufa芦Sungl．Lehrerheft．Frankfurt．1991．S．6．  
㈹ Themenl．Lehrerhandbuch．Mnnchen，2．Aufl．1987．S．28，  
㈹ このことをワークショップで質問して確認したわけではない。練習帳を使わずに教科書だけを   
修了する可能性と比較する意味でも，再度実施後の報告が待たれるところである。  
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